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「抗がん剤副作用被害救済制度の創設」への国会要請行動-参加者レポート！ 

★院内（衆議院）学習会ということで参加したところ議員要請で驚きました。実

際、議員さんと直接面会はできなかったのですが、代理の秘書さんの中には熱心

に質問する方もいて、関心を抱いている方もいるとわかり嬉しく感じました。 

イレッサ訴訟は残念な結果になってしまいましたが、イレッサを１つの教訓と

してこの要請が認められるように訴えていく必要があると思います。この訴訟に

関わってきた一人として、一言でも自分の意見を添えて議員の理解を得られるこ

とへの協力ができたのなら嬉しいです。 

★久しぶりに国会議員要請に参加しました。なんて実際は大ベテランに付いて行

っただけ･･すみません。でも、12 人の議員さんを訪ねたので、要請内容とその

ポイントを再生再生で頭にしっかり焼付けることができました。本当は政治とか

選挙とか国会とか聞くだけで震えが来てしまう私ですが、医療系議員に群がる製

薬会社の方々？の要請とすれ違うと、こういうまともな要請が無いと国会（つま

り日本）もダメだな･･なんて、つい思ってしまいました。 

薬害根絶ってなに？？シリーズ第 2 弾！ 薬害ヤコブ事件 その 4 

～わかば薬局 勝股さんインタビューより～ 

＜薬害ヤコブ訴訟にはいつ頃から関わったの？きっかけは？＞ 

＊2000 年だったかな、入職間もない頃から関わった記憶が･･阿部弁護士と一緒

に名刺を持って国会議員周りをしましたねぇ。この訴訟に理解をしてもらい協力

してほしい！と訴えたりしました。 

＊でも、その頃は原告（家族や遺族）さんも不慣れで、弁護士さんに励まされ、

アドバイスを受けながら、被害の重大さを一生懸命訴えていたのをよく憶えてい

ます。 

＊同じ頃、大津の谷たか子さん（原告）を訪問-被害者の方に実際会って、その

現状と家族の気持ち、そして元気だったころの様子を見聞きして･･ハートに訴え

るものの大きな訪問でした。この「大津ツアー」をきっかけに、参加した仲間た

ちを中心に「何かしたい」と活動が盛り上がった感じがします。 

＜どんなことをしたの？エピソードは＞ 

＊知ってもらいたい！その為には･･この薬害の説明ができるように勉強しまし

たぁ。新宿や立川駅前でビラを配っていると、足を止めて話を聞いてくれる人も

少なくなかったです。＜伝えたい気持ちが伝わったんですね＞ 

❀思いと行動がこんなにも一致できるなんて凄いなぁ･･次回も勝股さんです＞ 

今年の薬害根絶デーは 8 月 23 日（金）です！ 

8 月 24 日（土）には民医連のつどいが行われます。

詳細は次号にて！！ 

＆今年もストローフラッグとミニチラシをお届け

します。恒例の根絶デーグッズでアピールをお願い

致しま～す♪  

薬いろいろ話 ～子宮頸がんワクチン～ 

5/16 子宮頸がんワクチン副反応問題-厚労省合同検討会が

開催された。提出された副反応 24 件中 17 件は医療機関、

製薬会社以外からの報告で重篤なものも含まれていた。しか

し検討会の結論は「中止する理由はない」というもので会場

は騒然。ところが、6/14 に「副反応の詳細が解るまで積極

的に推奨しない」と方向転換。先の結論よりはまともだが、

自治体に丸投げという見方もある。推奨していたワクチンだ

けに対岸の騒ぎではない。 


